
市外医療機関での予防接種費用助成について

下記のとおり里帰り出産等により市外で接種した予防接種（定期予防接種A類）の費用助成を実施しています。
対象者：札幌市に住民票があり、下記のいずれかの理由により、市外の医療機関で接種した方
・出産に伴う里帰り・被接種者または保護者等の長期療養・DVによる緊急避難等による家庭の事情助成対象
となる費用：札幌市が実施医療機関と契約している金額を上限とする。
申請期限：予防接種を受けた日から1年以内
※予防接種費用助成（払い戻し）の申請を行うには、原則として事前に予防接種依頼書の交付を受けること
が必要となります。詳細については各区保健センターにお問い合わせください。

【対象者と接種期間】

札幌市に住民票があり、接種時点で、妊娠28週0日から36週6日までの方

【接種費用と回数】

無料:（妊娠ごとに1回）
※過去の妊娠時に組換えRSウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）を接種したことのある方も対象になります。

【接種場所】＊主に産科での摂取となります
実施医療機関については、札幌市HPの「医療機関名簿（子どもと妊婦の予防接種」をご覧ください。
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RSウイルス感染症について

毎年恒例、５月のこどもまつり、今年も開催します！

開催日は 5月8日9日です。
今年は何をしようかな？？ おたのしみにね！！

RSウイルス呼吸器症状を引き起こすウイルスで乳幼児や高齢者が感染すると重症化することがあります。そのため、1歳未満のお子様には

抗原検査が保険適応で行うことが出来ます。生後1歳までに50%以上、2歳までにほぼ100%がRSウイルスに少なくとも1度は感染すると
されており、感染すると、2～8日の潜伏期間ののち、発熱、鼻汁、咳などの症状が数日続き、一部では気管支炎や肺炎などの下気道症状が
出現します。初めて感染した乳幼児の約7割は軽症で数日のうちに軽快しますが、約3割では咳が悪化し、喘鳴（ゼーゼーと呼吸しにくくなること）や

呼吸困難、さらに細気管支炎の症状が出るなど重症化することがあります。
2010年代には、年間12万人～18万人の2歳未満の乳幼児がRSウイルス感染症と診断され、3万人～5万人が入院を要したとされています。
また、入院例の7%が何らかの人工換気を必要としたとする報告もあります。

生まれたばかりの乳児は免疫の機能が未熟であり、自力で十分な量の抗体をつくることができないとされています。
母子免疫ワクチンとは、妊婦が接種を受けると、母体内で作られた抗体が胎盤を通じて胎児に移行し、生まれた乳児
が出生時から病原体に対する予防効果を得ることができるワクチンです。
RSウイルス感染症に対する母子免疫ワクチンとして組換えRSウイルスワクチン（ファイザー 社のアブリスボⓇ）

があります。なお、組換えRSウイルスワクチンのうち、アレックスビーⓇ（グラクソ・スミスクライン社）は
母子免疫ワクチンとして用いることはできません。

※接種後14日以内の出産では、抗体の移行が十分でない場合があります。特に39週までに出産予定の方は、
その14日前までに完了するようご留意ください。
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RSウイルス母子免疫ワクチンの予防効果などについて

RSウイルス母子免疫ワクチンの定期接種について（札幌市のHPより抜粋）

クリニック通信

２０２６年４月から定期接種となりました、妊婦向けRSウイルスワクチン（アブリスボ）についてのお話です。（札幌市HPより抜粋）

赤ちゃんに抗体が移行する

のに約2週間かかると言わ
れています。
計画分娩を予定している方

は出産日の2週間以上前で
接種を受けてください。

＊予防接種健康被害救済制度

予防接種は、感染症を予防するために重要なものですが、健康被害（病気になったり障
がいが残ったりすること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、副反
応による健康被害をなくすことはできないことから、救済制度が設けられています。
健康被害が接種を受けたことによるものであると厚生労働大臣が認定したときは、予防
接種法に基づく補償を受けることができます。接種を受けたご本人及び出生した児が対
象となります。
申請に必要となる手続き等については、札幌市保健所感染症総合対策課(211-8189)
までご相談ください。

【重症化予防効果】:

生後90日（3ヶ月）時点で約80〜82%、
生後180日（6ヶ月）時点で約70%の重症化（入院など）を予防します。

【発症予防効果: 】
重症化予防だけでなく、医療機関を受診するレベルの感染を
約5〜6割程度減らす効果が期待されています。

【持続期間 】
効果は出生後から約半年程度持続すると考えられています。

RSウイルス母子免疫ワクチンの効果概要

https://www.city.sapporo.jp/hokenjo/f1kansen/teikiaruimeibo.html#B

	Slide 1

